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眠 の 交 感 神 経 副 腎 髄 質 系 お よ び 視 床 下 部 ‐ 下 垂 体 ‐ 副 腎 皮 質





第 2 章  文献研究  
 本研究の目的を達成するうえで必要不可欠な研究的手法および評価項
目を示した．  
2 -1 ストレスシステムおよび内分泌機能  
2 -2 心拍変動による自律神経機能解析  





第 3 章  断眠の交感神経副腎髄質系および視床下部‐下垂体‐副腎皮質
系に及ぼす影響―唾液中ストレス指標による検討―（実験Ⅰ）  





































第 6 章  総合討論  および  第７章  結論  
 断眠は交感神経副腎髄質系および H PA 系のストレスシステムを賦活
させ，内分泌機能を，特に副腎皮質刺激ホルモンに対するコルチゾール
の反応性を低下させるが，自律神経活動，特に副交感神経活動を亢進さ
せることで心臓血管系の保護機能を高めることが示唆された．さらに，
断眠は夕方の運動時心拍数を低下させるが，代償機能の働きにより運動
耐容能を維持させることが示唆された．つまり，急性の断眠は内分泌機
能を低下させる可能性はあるものの，自律神経機能や他の代償機能が働
くことにより運動耐容能は維持され，直ちに心臓血管系の事故を引き起
こすことにはつながらないということである．ただし，自律神経機能が
低下している中高齢者や心臓血管系の疾患者，慢性的な睡眠不足状態で
は，代償機能が十分に働かずに心臓血管系の事故が引き起こされる 可能
性がある．本研究の知見は，運動中に生じる心臓血管系の事故の発生機
序を解明する一助として，重要なエビデンスを提供すると考えている．  
